




見てみると,【図 1】の通り, 1995 年には 65 歳以上人口
よりも 15 歳未満人口のほうが多かったにもかかわらず,
2000 年には逆転し, 以後, 高齢者が増加して少子化が
進んでいる. 2015 年には 65 歳以上人口 6,450 名のとこ
ろ, 15 歳未満人口は 2,648 名となっており, 65 歳以上
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Abstract
This paper aims to introduce the four part series of workshops for developing of nurturing network through "Asser-
tion Connected by Empathy" to the nurturing networkers working in Mihama-cho, Chita-gun in Aichi Prefecture. This
paper also analyzes and examines the influence and effects of the workshops.
要旨
本論は愛知県知多郡美浜町をフィールドに子育てネットワークの開発をめざし, その地域で活動する子育てネットワーカー
を対象にして, ｢共感でつながるアサーション｣ というワークショップを 4 回シリーズで開催した取り組みを紹介し, その
影響と効果を分析・考察するものである.
論 文




図 2 子育ての相談が気軽にできる人､ もしくは場所がある
出典：2019 年度 『美浜町の子ども子育てに関するアンケート調査報告書』 p. 11
図 3 気軽に子育ての相談ができる先はどこですか？




しかしながら, 2019 年度の美浜町の調査で, 未就学
児童・小学生児童をもつ保護者で子育ての相談を気軽に
できる人が ｢いる｣ と答えた人は【図 2】の通り, 9 割
程度であり, 1割は ｢いない｣ もしくは無回答であった.
さらに ｢いる｣ と答えた人が気軽に相談できる先はどこ



















｢家庭教育学習会｣ を開催している. その ｢家庭教育学
習会｣ の託児を担うのは子育て支援 ｢ほっとミルク｣ で
あり, 両団体はメンバーが重複するほど近い関係にある.
筆者は美浜町の社会資源のなかでも, この子育てネッ



























成講座｣ を受講している. その内容は【表 1】の通り,
乳幼児期, 幼児期, 児童期, 思春期の子どもの特徴と保
護者の支援であり, 子育て支援活動の土台となる知識で




講 座 日 時 内 容
1
1 日目
午前 10 時から正午 乳幼児期の子供の特徴と保護者への支援
2 午後 1時から午後 3時 幼児期の子供の特徴と保護者への支援
3
2 日目
午前 10 時から正午 児童期の子供の特徴と保護者への支援
4 午後 1時から午後 3時 思春期の子供の特徴と保護者への支援
5
3 日目
午前 10 時から正午 子育てネットワーカーとしての活動と課題①
6 午後 1時から午後 3時 子育てネットワーカーとしての活動と課題②
表 1 子育てネットワーカー養成講座の内容 (平成 30 年度 尾張会場・三河会場)
出典：愛知県ホームページ ｢親の育ち｣ 子育てネットワーカー養成講座
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/syogaigakushu/sukiruappukouza.html (2019.11.19 参照)

















本語に直訳すると ｢主張｣ であるが, 方法としての ｢ア




ン｣ 方法といわれる所以である. そのため, ｢アサーショ
ン｣ を説明する際には ｢自己主張｣ ではなく ｢自己表現｣
と訳されることが多い. 平木 (2009) は ｢アサーション｣
には ｢話す｣ と ｢聴く｣ の相互交流, 相互作用が含まれ
















NVC (Nonviolent Communication) を中心に構成し
たワークショップである. NVCは直訳すると ｢非暴力















ズのもとで学んだM.B.ローゼンバーグ (2015) の ｢共
感を与えるには, まず, 自分が共感してもらうことが必
要だ｣ という言葉につながっている.




は, ｢うれしい｣, ｢ありがたい｣, ｢楽しい｣ といった類
の感情で, ニーズが満たされなかったときに起こるのは,














｢そう, いくら持ち回りといっても, 今年, 役員を引き
受けるのは困難な状況があります. 何とか今年は回避で






思えて｣ などと, その人にとってはさらに大きな ｢自主
性｣, ｢自由｣ といったニーズを明らかにできる可能性も
ある. このように他者の感情とニーズに気づくことを
NVCでは ｢他者共感｣ と言い, そこには他者に共感的
に問いかける行動も含む. 同様に, 自分自身で自分に共
感的に問いかけ, 自分の感情とニーズに気づくことを
｢自己共感｣ と言う. 既に紹介した通り, M.B.ローゼ









開催月・回 テ ー マ ・ 概 要
9月 アサーションとは／感情とニーズの関係
第 1回
｢アサーション｣ とは直訳すると ｢自己主張｣ だが, 日本語で ｢主張｣ というと強い意味があるため, ｢自己表現｣
という言葉に置き換えて理解すると妥当である.
人は誰でも受身的 (自責), 攻撃的 (他責), 自他尊重の 3種のコミュニケーションを使い分けている. そのなかで
自分も他者も尊重しながら, 自らの気持ちや思いを正直に表現する言動を ｢アサーティブ｣ という. ｢アサーティブ｣
な言動は対人援助場面でも, 日常でも大切である. ｢アサーティブ｣ な言動をとるための方法として, M.Ｂ.ローゼ
ンバーグの NVCが有効だ. このワークショップでは言葉をつかった自己表現の方法として, アサーティブな言動を
可能にする NVCを学び合う. NVCでは人は誰でもニーズ (必要とするもの) が満たされたとき, あるいは満たさ
れなかったときに感情が動くという. そうした NVCの根幹となる理論を体験から理解できるように, NVCのニー
ズカードを用いたワークを行った.
10 月 感情とニーズに気づく ｢共感｣
第 2回
NVCでは, 自分や他者の感情とニーズに気づくことを ｢共感｣ という. しかし, ただ気づくだけで言語化しない
と ｢共感｣ したかどうかがわからない. 特に他者の場合は ｢あなたは今, 悲しいですか？｣ と感情を尋ねたり, ｢あ
なたが今, 必要としていることは理解ですか？｣ とニーズを尋ねたりすることで理解が可能になる. それは共感の
プロセスであり, 共感的理解の第一歩である.




11 月 コミュニケーションの 4要素(OFNR) ― ｢観察・感情・ニーズ・お願い｣ を見つけて語る
第 3回
NVCでは ｢観察・感情・ニーズ・お願い｣ をコミュニケーションの 4要素としており, その順番で出来事を捉え,
言語化することで相互理解が生まれやすくなるという.
第 3 回 ｢共感でつながるアサーション｣ では, そんな 4 要素とともに, それぞれと間違えやすい ｢解釈・評価・
戦略・強要｣ を加え, 合計 8 枚のシートを床に並べた. そして, 参加者は気になる出来事を語りながら, その時々
の語りの内容に応じて該当するシートの上に乗り, 内容の変化によって別のシート上に移動するワークを行った.
すると, ｢観察｣ や ｢感情｣ を話そうとして ｢解釈｣ ｢評価｣ を話すケースが頻発した. しかしながら, ｢解釈・評
価・戦略｣ を多く語ることで, その人の事実に対する見方・考え方が明らかになり, 自分や相手に ｢お願い｣ した
いことにも気づきやすくなる傾向があった. 大切なのは, 言語化する内容が何に該当するかを自覚することである.
12 月 Good-bye 2018, Hello 2019 ―リフレクション＆アクション共感サークル
第 4回
第 4 回 ｢共感でつながるアサーション｣ では, それまでの集大成としてニーズカードを用いた語り合いのサーク
ルを 2回行った. 1 回目は ｢2018 年私が必要としてきたこと｣ をテーマに, 各自が自分にフィットするニーズのカー




｢共感でつながるアサーション｣ の体験を通じて, 人間には感情とニーズがあり, それを問いかけること, 語り合
うことで共感的な関係づくりができることを学び合った. 最後にその学びを糧に, 今後は皆様が ｢共感でつながる
アサーションを実践してほしい｣ と伝えた.
表 2 2018 年度 子育てネットワーカーのための ｢共感でつながるアサーション｣
的には, 筆者がファシリテーターとなり, 2018 年 9～12
月にかけて毎月 1回ママカレッジ美浜の ｢家庭教育学習
会｣ にて, 子育てネットワーカーを対象に各回 2時間ず
つの学びの場をもった. 各回のテーマと概要は【表 2】
の通りである. 毎回 12～15 名程度の参加者で, 全員で
車座になって座る形で NVCの ｢ニーズカード｣ などを
用いて進めた.




(上枝, 宮前, 2010) を用いた質問紙調査を行った. こ
の尺度は社会的スキルにおいて重要度の高い認知的側面,
行動的側面, 情動的側面それぞれに着目した合計 12 の
質問により構成されており, 4 件法で答える形式になっ





































私は, 人といっしょにいて, いらいらしたり, 腹がたった
りした時でも, 気持ちを落ち着かせることができる.
















2.333 1.225 2.222 0.667 0.426 8 0.681
情動 6
私は, 人といっしょにいて, 腹がたったり, 悲しくなった
りした時でも, 気持ちを上手に切りかえることができる.












3.222 0.441 3.222 0.667 0.000 8 1.000
行動 10
私は, 人とけんかをしても, 上手に解決できる.




2.222 0.667 2.333 0.707 -1.000 8 0.347
行動 12
私は, 会話をしたり, 意見を言ったりする時の緊張を, 上
手に落ち着かせることができる.








有意である質問項目は, 行動的側面の ｢私は, 自分の意
見や考えを, はっきりと述べることができる｣, 情動的
側面の ｢私は, 頼みごとをしたり, 断ったりする時の緊
張や恥ずかしさなどを, 上手に落ち着かせることができ
る｣ と ｢私は, 会話をしたり, 意見を言ったりする時の
緊張を, 上手に落ち着かせることができる｣ の 3点であっ



















たと考えられる. ｢私は, 会話をしたり, 意見を言った
りする時の緊張を, 上手に落ち着かせることができる｣
であれば, 研修中に発言する際に一瞬, 緊張感を覚えて
も, そのドキドキする感情の源に, 例えば ｢みんなにわ
かってもらえるようにきちんと言語化したい｣ という自
分の願いがあり, ｢理解｣ や ｢明確さ｣ へのニーズがあ
るのだと気づくと, 願いを実現するために ｢今, 落ち着
いて話すことが大事｣ と思えたり, 逆に ｢うまく話せな
くてもみんなは聴いてくれる｣ と思えたりする. このよ
うに自分の願いを心理的拘束力のある障壁 ｢～ねばなら
ない｣ や ｢～すべき｣ にするのではなく, あくまでも希
望や理想 (努力目標) であることを自覚し, 仮に失敗し
ても自分自身が受け容れられるような大らかさをもつこ
とが緊張を落ち着きに変える秘訣である. ｢共感でつな

















第 1 回講座内容を踏まえて, ｢相手の気持ちを悪くする
ことなく, 上手に自分の意見を言うことができるといい
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写真 2 ｢共感トランプ｣ を用いたグループワーク















と尋ねると, 即座に ｢自分に｣ という声が聞こえ, ｢何
を？｣ と問うと間髪入れずに ｢許すこと｣ と返答があっ
た. ｢何を許してほしいですか？｣ とさらに尋ねると,
すぐに ｢自分｣ という答えがあり, ｢私, 緊張している
ことがよくあって, それは自分が自分に厳しいからなん

















なく, 自分に必要なこと (ニーズ) は何かを考えること
が大事だとわかった｣ という記述もあり, 実践的な理解
が生まれていたようだ.
[第 4 回 Good-bye 2018, Hello 2019 ― リフレクショ
ン &アクション共感サークル]































写真 4 ニーズカードを用いて行った Good-bye 2018, Hello 2019






















































































た. 筆者が実施した 2018 年度家庭教育学習会での ｢共
感でつながるアサーション｣ と同様の内容を想定し, 小


























支援 ｢ほっとミルク｣ のみなさんはもちろん, 町民にも
わかりやすく実践的な場になり, 今後も継続しやすいと













謝を申し上げる. さらに, 子育て支援 ｢ほっとミルク｣
のみなさんには, 心からの感謝とともにエールをお送り
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